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度
三
ヶ
年
平
均
で
試
算
す
る

と
二
十
二�
五
％
、
北
海
道

で
大
体
二
十
七
、
八
番
目
く

ら
い
と
思
う
。
十
八
％
を
超

え
許
可
団
体
、
二
十
五
％
な

ら
制
限
団
体
と
な
り
、二
十

五
％
を
超
え
る
と
起
債
が
ほ

ぼ
認
め
ら
れ
な
く
な
る
状
況

を
既
に
掌
握
し
、年
々
数
値
を

下
げ
て
い
く
努
力
を
し
て
い

る
。

　

将
来
負
担
比
率
は
詳
細
方

法
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、

試
算
し
づ
ら
い
が
、
明
確
な

こ
と
は
全
会
計
で
地
方
債
残

高
が
二
百
六
十
八
億
四
千
四

百
万
円
あ
り
、
債
務
負
担
行

為
の
将
来
の
負
担
見
込
み
は

十
八
億
九
千
六
百
万
と
膨
大

な
債
務
が
あ
り
、
今
後
財
政

健
全
化
法
に
関
す
る
判
断
指

数
、基
準
を
慎
重
に
見
な
が
ら

必
要
に
応
じ
て
職
員
の
人
事

配
置
な
ど
対
応
も
厳
し
く
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
民
意
見
の
反
映
に
つ
い

て
は
、
町
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
情
報
開
示
し
、

行
政
推
進
員
会
議
で
も
話
を

し
て
き
た
。
財
政
に
精
通
さ

れ
て
い
る
議
員
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
町
民
と
対
話
す
る
機

会
も
多
い
の
で
懇
切
丁
寧
に

説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

積
極
的
な
財
政
状
況
の 

公
開
を
ど
う
進
め
る
か

稲
村　

勝
俊　

議
員

町長

町
広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り 

十
分
な
情
報
開
示
を

査
契
約
に
基
づ
く
監
査
を
求

め
、
基
準
に
よ
っ
て
起
債
は

国
の
同
意
が
必
要
に
な
り
予

算
の
変
更
も
あ
る
。

　

現
在
の
財
政
状
況
は
、
地

方
債
の
許
可
団
体
基
準
の
実

質
公
債
費
十
八
％
を
大
き
く

超
え
二
十
一�
八
％
で
あ

り
、
主
な
指
標
に
つ
い
て
も

道
内
町
村
で
ワ
ー
ス
ト
二
十

位
以
内
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

現
在
の
財
政
状
況
に
至
っ

た
経
緯
、経
過
に
つ
い
て
は
、

一
面
で
は
、
過
去
、
国
の
指

導
に
従
い
、
財
政
運
営
を
し

て
い
れ
ば
、
自
動
的
に
今
の

厳
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
た

側
面
も
あ
る
が
、
財
政
運
営

の
自
己
規
律
や
、
住
民
、
議

会
と
の
財
政
情
報
の
共
有
が

十
分
で
な
か
っ
た
側
面
も
あ

っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
当

時
の
議
会
で
は
事
業
の
推
進

の
議
論
は
あ
っ
た
が
、
将
来

の
返
済
を
心
配
す
る
議
論
は

少
な
か
っ
た
と
答
弁
の
中
で

振
り
返
っ
て
い
る
。

　

地
方
財
政
健
全
化
法
に
よ

る
健
全
化
判
断
比
率
の
予
測
、

基
準
区
分
の
見
込
み
、対
応
体

制
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
財
政
を
立
て
直
す

た
め
、
町
民
の
理
解
が
も
っ

と
も
大
切
だ
が
、更
に
、周
知
、

理
解
を
得
る
た
め
積
極
的
な

財
政
状
況
の
公
開
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　

平
成
十
八
年
度
決
算

を
基
に
現
時
点
で
の
情
報
に

よ
り
当
別
町
の
指
数
を
試
算

す
る
と
実
質
赤
字
比
率
は
普

通
会
計
で
、
一
億
六
千
四
百

万
黒
字
で
プ
ラ
ス
二�
八
％

で
あ
り
、
連
結
で
は
、
普
通

会
計
、
六
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
を
全
部
入
れ
て
、

一
億
四
千
百
万
の
黒
字
で
、

プ
ラ
ス
二�
四
％
で
あ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
は
十
八
年

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

問　

十
九
年
六
月
地
方
財
政

健
全
化
法
が
公
布
さ
れ
、
夕

張
市
の
財
政
破
綻
な
ど
を
受

け
、
市
町
村
な
ど
の
財
政
悪

化
の
早
期
是
正
策
を
盛
り
込

み
、
自
治
体
財
政
の
早
期
健

全
化
、
財
政
の
再
生
、
公
営

企
業
の
経
営
健
全
化
な
ど
に

関
し
総
合
的
に
定
め
ら
れ

た
。
十
九
年
度
決
算
よ
り
四

つ
の
健
全
化
比
率
を
毎
年
度

公
表
し
、
二
十
年
度
決
算
よ

り
何
れ
か
の
比
率
が
早
期
健

全
化
基
準
、
財
政
再
生
化
基

準
以
上
の
場
合
、
ま
た
、
公

営
企
業
ご
と
に
同
様
に
基
準

以
上
の
場
合
、
二
十
一
年
度

に
市
町
村
が
財
政
健
全
化
の

計
画
を
立
て
、議
会
に
報
告
、

町
民
に
公
表
し
、
国
の
チ
ェ

ッ
ク
を
受
け
、
個
別
外
部
監

他町村の予算説明書

問　

財
政
問
題
の
改
善
に
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な

ど
、
町
民
負
担
や
、
不
満
が

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
担
当

職
員
も
予
算
が
な
け
れ
ば
要

望
に
応
え
ら
れ
な
い
苦
悩
が

あ
る
。
住
民
と
協
働
で
財
政

を
立
て
直
す
た
め
、
財
政
状

況
、
財
政
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
た
予
算
説
明
書

を
町
民
に
向
け
配
布
す
る
考

え
は
。

町
長　

資
料
を
公
表
す
れ
ば

そ
の
ま
ま
商
業
用
、
営
業
用

に
使
わ
れ
た
り
、
ま
た
み
ず

か
ら
が
い
ろ
い
ろ
判
断
違
い

を
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

を
行
政
が
す
べ
き
で
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
慎
重
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ご
発

言
の
あ
っ
た
点
に
は
十
分
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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こ
の
こ
と
か

ら
、「
広
域
的
な

多
目
的
ダ
ム
」

と
言
わ
れ
る
当

別
ダ
ム
の
主
た

る
目
的
は
治
水

で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

石
狩
川
は
、

国
の
石
狩
川
水

系
総
合
開
発
計

画
に
よ
り
、蛇
行

す
る
川
を
直
線

化
し
、河
幅
を

拡
幅
す
る
治
水

事
業
が
行
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、

短
時

間
で
源
流
部
と
河

口
部
が
結
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
下

流
で
合
流
す
る
当

別
川
の
水
は
行
き

ど
こ
ろ
を
失
い
、

昭
和
三
十
六
年
か

ら
平
成
十
三
年
ま

で
の
四
十
年
間
で

二
十
六
回
に
も
及

ぶ
洪
水
被
害
を
受

け
、
こ
の
対
応
の

た
め
に
膨
大
な
費

用
を
費
や
し
て
き

た
。

　

こ
の
忌
ま
わ
し

当
別
ダ
ム
の
早
期
完
成
を

（
必
要
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
）

小
早
川
孝
男　

議
員

町長

洪
水
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に

当
別
ダ
ム
は
重
要
な
施
設

当
別
ダ
ム
の
早
期
完
成
を

問　

今
年
の
夏
は
、
異
常
な

少
雨
に
よ
り
、
夏
場
の
水
田

へ
の
番
水
、
水
道
水
の
節
水

の
呼
び
か
け
、
あ
ら
た
め
て

水
は
資
源
な
り
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
夏
だ
っ
た
。
六
月
、

七
月
の
二
ヶ
月
間
の
降
水
量

は
例
年
の
半
分
、
八
月
後
半

十
五
日
間
で
わ
ず
か
四　

だ
mm

っ
た
よ
う
で
明
治
三
十
七
年

以
降
で
二
番
目
の
降
雨
量
だ

っ
た
よ
う
だ
。
貯
水
率
二
十

四
％
ま
で
下
が
っ
た
青
山
ダ

ム
の
現
状
を
み
た
時
、
あ
ら

た
め
て
当
別
ダ
ム
の
必
要
性

が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
作
付

率
三
割
に
満
た
な
い
中
で
の

水
田
へ
の
番
水
、
こ
こ
二
年

か
ら
三
年
道
産
米
の
食
味
の

向
上
、
価
格
の
安
さ
が
相
ま

っ
て
最
も
早
く
売
り
切
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
に
な
っ
て
い

る
。
時
は
大
き
く
変
わ
っ
て

来
て
い
る
。
こ
の
先
、
水
稲

作
付
が
増
加
し
て
い
く
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
願

う
に
も
農
業
用
水
の
確
保
は

絶
対
的
条
件
で
あ
る
。
農
業

サ
イ
ド
、
水
道
水
の
安
定
確

保
か
ら
も
当
別
ダ
ム
の
早
期

完
成
が
待
た
れ
る
の
で
あ

る
。
天
か
ら
降
っ
て
来
る
雨

の
調
整
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
雨
が
水
に
変
わ
っ
て
か

ら
は
人
の
手
を
加
え
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
既
に
本
体

工
事
が
進
ん
で
い
る
現
在
だ

が
、
八
月
六
日
付
の
新
聞
に

一
部
の
団
体
が
今
も
っ
て
異

論
の
声
を
上
げ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
二
十
四
年
完
成
が
待

た
れ
る
地
元
町
長
と
し
て
、

揺
る
ぎ
な
い
見
解
を
町
内
外

に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
完
成
時
に
は
当

別
町
に
と
っ
て
の
ま
ち
づ
く

り
に
ど
う
活
用
を
考
え
る
の

か
。

町
長　

当
別
ダ
ム
は
昭
和
四

十
五
年
に
予
備
調
査
が
始
ま

り
、
昭
和
五
十
五
年
に
事
業

着
手
、
平
成
四
年
に
建
設
着

手
し
た
。

　

こ
の
間
、
昭
和
五
十
四
年

に
議
会
に
ダ
ム
対
策
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
水
没
地

及
び
後
背
地
の
振
興
策
な
ど

に
つ
い
て
百
回
を
超
え
る
議

論
を
し
た
結
果
全
会
一
致
を

も
っ
て
当
別
ダ
ム
の
早
期
建

設
、
早
期
完
成
と
い
う
統
一

意
見
を
導
い
た
。

　

当
別
ダ
ム
は
平
成
十
三
年

と
十
七
年
の
二
度
に
わ
た
り

規
模
な
ど
が
見
直
さ
れ
、
現

在
の
貯
水
量
は
六
千
八
百
八

十
万
ト
ン
で
あ
る
。
内
訳

は
、
川
が
正
常
に
機
能
す
る

た
め
に
必
要
な
水
量
が
三
十

七
％
、
洪
水
調
節
に
二
十
八

％
、
か
ん
が
い
用
水
と
し
て

十
九
％
、
飲
料
水
と
し
て
十

五
％
で
あ
る
。

い
洪
水
災
害
を
防
止
す
る
た

め
、
当
別
ダ
ム
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
重
要
な
施
設
で
あ

る
。

　

当
別
町
は
北
海
道
に
対
し

て
ダ
ム
の
背
後
地
振
興
策
な

ど
に
つ
い
て
要
望
し
た
が
、

こ
の
要
望
は
百
％
満
た
さ
れ

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ダ

ム
工
事
で
出
来
上
が
る
湖
を

当
別
町
が
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に

大
切
で
あ
り
、
ダ
ム
湖
と
道

民
の
森
を
リ
ン
ク
し
、
町
民

は
も
と
よ
り
誰
も
が
楽
し
め

る
よ
う
な
利
活
用
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
た
い
。

今夏の降雨は少なく、貯水率30％を切った青山ダム

緑に囲まれた天然水をたたえるダム（当別ダムの完成予想図）
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告
し
て
お
り
、
そ
う
い
う
形

で
続
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

十
八
年
度
末
現
在
の
公
債

費
残
高
は
一
般
会
計
で
百
八

十
三
億
四
千
四
十
二
万
五

千
円
で
あ
る
。
本
町
で
は

借
り
入
れ
後
十
五
年
を
経

過
し
た
利
率
五
％
以
上
の

残
債
が
繰
上
償
還
の
対
象

と
な
り
、
一
般
会
計
の
対

象
額
が
二
億
三
千
五
十
一

万
円
で
、
繰
上
償
還
し
た

場
合
は
九
百
六
十
七
万
七

千
円
軽
減
さ
れ
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
、
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
を
繰
上
償

還
し
た
場
合
は
、
ト
ー
タ

ル
軽
減
額
は
二
億
円
ほ
ど

に
な
る
。繰
上
償
還
を
行

っ
た
場
合
、原
則
、繰
上
償

還
を
行
っ
た
年
度
の
翌
年

度
か
ら
三
年
間
は
繰
上
償

還
対
象
事
業
の
新
規
資
金
貸

し
付
け
が
停
止
に
な
る
こ
と

が
要
件
に
な
っ
て
お
り
、繰

上
償
還
は
今
後
の
事
業
状
況

等
を
検
討
し
た
中
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。

議
員
の
不
法
投
棄

問
題
に
つ
い
て

問　

石
狩
支
庁
か
ら
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
に
違
反
し
た
と
し
て
行

高
利
起
債（
五
％
以
上
）を
繰
り
上
げ
す
る

方
途
と
障
害
は

柏
樹　
　

正　

議
員

町長

十
五
年
経
過
を
対
象
と
し
、繰
上
償
還
後

三
年
間
、対
象
事
業
新
規
貸
付
停
止

繰
上
償
還
に
つ
い
て

問　

七
月
末
の
交
付
税
決
定

額
は
厳
し
く
、
多
く
の
自
治

体
で
予
算
計
上
額
を
確
保
で

き
な
い
予
算
割
れ
を
起
こ
し

て
い
る
。
参
議
院
選
挙
後
、

内
閣
は
地
方
重
視
を
言
っ
て

い
る
が
、
ど
こ
の
市
町
村
も

「
こ
れ
以
上
住
民
負
担
増
な

ど
は
理
解
を
得
ら
れ
な
い
」

と
苦
悩
し
て
い
る
。
当
別
町

に
と
っ
て
新
型
交
付
税
の
影

響
な
ど
問
題
点
、
課
題
が
あ

る
と
思
う
が
、
国
や
道
な
ど

に
対
す
る
要
望
の
姿
勢
と
あ

わ
せ
て
伺
う
。

　

総
務
省
は
、
十
九
年
度
繰

上
償
還
の
実
施
要
綱
を
通
知

し
た
。
当
別
町
の
政
府
資
金

を
使
っ
た
高
利（
五
％
以
上
）

の
起
債
を
繰
り
上
げ
す
る
方

途
と
そ
の
障
害
を
ど
う
考
え

政
指
導
を
受
け
た
白
木

議
員
は
、
議
員
協
議
会

な
ど
で
発
言
を
求
め
、

釈
明
を
さ
れ
て
い
る
。

議
会
と
し
て
も
事
実
の

全
容
解
明
に
努
力
を
す

べ
き
で
あ
る
と
私
は
思

う
が
、
現
在
北
海
道
警

察
の
捜
査
中
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
そ
の
結
果

待
ち
の
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
中
央
、
地
方
を

問
わ
ず
政
治
家
や
議
会

に
対
す
る
住
民
の
不
信
が
広

が
っ
て
い
る
中
で
、
町
の
施

策
と
の
関
わ
り
も
あ
り
、
支

庁
の
「
不
法
投
棄
に
対
す
る

行
政
指
導
」
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
町

長
の
受
け
と
め
方
、見
解
は
。

町
長　

廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
違
反
の

疑
い
で
い
ま
だ
関
係
機
関
に

よ
る
調
査
が
続
い
て
い
る
中

で
私
が
お
答
え
す
る
こ
と
は

適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
い
ず
れ
厳
正
な
結
果
が

示
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
に
つ
い
て

問　

小
麦
の
販
売
価
格
低
下

や
交
付
金
の
交
付
時
期
の
問

題
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
の

現
行
水
準
の
確
保
な
ど
、
農

家
の
不
安
が
増
大
し
て
い

る
と
聞
く
。
農
業
経
営
を
続

け
た
い
と
努
力
し
て
い
る
農

業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
団
体
の
一
層

の
努
力
や
協
力
体
制
強
化
も

必
要
だ
が
、
町
と
し
て
も
対

策
や
支
援
を
国
な
ど
に
も
求

め
て
い
く
こ
と
で
農
業
団
体

か
ら
も
要
請
さ
れ
て
い
る
。

町
長
の
考
え
方
は
。

町
長　

品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
に
関
し
交
付
水
準
引

き
上
げ
な
ど
四
項
目
の
要
望

書
が
農
業
団
体
よ
り
当
別

町
、
町
議
会
、
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
、
改
良
区
に
提
出
さ
れ

て
お
り
、
生
産
現
場
の
課
題

と
認
識
し
、
要
望
書
は
今
後

各
団
体
の
動
向
を
見
き
わ
め

な
が
ら
国
へ
の
要
請
な
ど
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

る
か
。
繰
り
上
げ
に
よ
っ
て

金
利
負
担
は
ど
れ
だ
け
軽
減

さ
れ
る
の
か
、
町
の
具
体
策

を
示
さ
れ
た
い
。

町
長　

普
通
交
付
税
と
は
別

に
、
特
別
地
方
交
付
税
に
お

い
て
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
単
年
度
三
千

万
円
を
三
年
間
交
付
さ
れ
、

当
別
町
は
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
事
業
な
ど
五
事
業
に
つ

き
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
二

十
一
年
度
ま
で
の
三
年
間
、

平
成
十
九
年
度
は
七
千
三
百

八
十
二
万
九
千
円
を
特
別
交

付
税
の
ル
ー
ル
分
と
し
て
報

ライスターミナルに大地の恵みが搬入される（米）
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いっぱん質問

安
心
で
き
る

子
育
て
環
境
づ
く
り
を

問　

妊
産
婦
健
診
へ
の
公
費

負
担
は
少
子
化
対
策
に
充
て

る
地
方
交
付
税
の
配
分
を
受

け
、
各
市
町
村
が
実
施
し
て

い
る
。
国
の��
年
度
予
算
に

��

お
け
る
配
分
額
は
三
百
三
十

億
円
か
ら
七
百
億
円
に
倍
増

さ
れ
、
こ
の
財
政
強
化
に
伴

い
、
公
費
負
担
の
回
数
も
五

回
程
に
ふ
や
す
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
通
達
が
今
年
の
一

月
厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ

た
。

　

妊
娠
か
ら
分
娩
ま
で
の
間

に
約
十
四
回
程
度
の
受
診
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
、
一
人
当

た
り
約
十
二
万
円
程
度
か
か

る
。
し
か
し
保
険
が
適
用
さ

れ
な
い
た
め
、
若
い
夫
婦
に

は
経
済
的
に
重
い
負
担
に
な

っ
て
い
る
の
が
現
状
。
少
子

化
問
題
が
深
刻
な
の
に
、
健

診
に
保
険
が
適
用
で
き
な
い

の
は
お
か
し
い
と
思
う
。
本

町
は
財
政
が
大
変
に
厳
し
い

中
で
の
対
応
と
な
る
と
考
え

る
が
、
子
育
て
世
帯
が
少
し

で
も
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
が
。

町
長　

妊
産
婦
健
診
の
助
成

に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
か

ら
経
済
的
理
由
で
受
診
を
あ

き
ら
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う

原
則
五
回
と
す
る
旨
通
知
が

あ
り
、
町
と
し
て
も
、
財
政

状
況
を
考
慮
し
て
、
低
所
得

者
へ
の
助
成
が
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
道
も
道
医
師

会
と
協
定
内
容
を
見
直
し
検

査
項
目
の
拡
大
、
単
価
変
更

の
予
定
で
、
今
、
一
回
六
千

八
百
八
十
円
を
約
倍
の
一
万

三
千
百
五
十
円
と
す
る
方
向

に
あ
り
、
町
費
も
七
十
万
円

以
上
の
増
額
に
な
り
、
町
財

政
の
厳
し
い
中
、
二
十
年
度

か
ら
は
新
単
価
で
助
成
す
る

こ
と
と
な
る
。

　

私
は
町
村
会
で
、
石
川
議

員
は
所
属
し
て
い
る
政
党
に

国
が
負
担
す
る
べ
き
と
発
言

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
こ
の
問

題
は
解
決
が
早
ま
る
と
思

う
。
地
方
議
会
は
、
議
員
同

士
の
対
立
や
町
長
、
理
事
者

側
と
議
員
が
不
毛
の
議
論
を

す
る
よ
り
協
力
、
協
議
、
議

論
を
し
て
、
上
位
機
関
に
協

力
し
て
申
し
上
げ
る
こ
と
が

住
民
の
た
め
に
な
る
と
思

う
。

「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」

に
つ
い
て

問　

心
臓
や
腎
臓
な
ど
の
内

部
機
能
に
障
が
い
を
も
つ
人

は
外
見
か
ら
は
健
常
者
と
見

分
け
が
つ
き
に
く
い
た
め
誤

解
を
受
け
や
す
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

自
宅
で
電
車
や
バ
ス
の
中

で
学
校
、
職
場
や
外
出
先
で

声
に
出
せ
ず
我
慢
を
し
て
い

る
人
が
い
る
。
一
般
社
会
に

そ
ん
な
人
々
の
存
在
を
視
覚

的
に
示
し
、
理
解
と
思
い
や

り
の
第
一
歩
と
す
る
た
め
に

「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」

が
つ
く
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

本
町
に
お
い
て

も
内
部
障
が
い
を

も
つ
方
、
内
部
疾

患
へ
の
理
解
と
支

援
の
輪
を
広
げ
て

い
け
る
よ
う
早
期

作
成
に
取
り
組
む

考
え
は
。

町
長　

内
部
疾
患

と
い
う
ハ
ン
デ
ィ

の
あ
る
人
々
の
存

在
を
一
般
社
会
に

視
覚
的
に
示
し
、

理
解
の
第
一
歩
と

す
る
た
め
に
ハ
ー

ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー

ク
が
生
ま
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
内
部
障
が

い
を
も
つ
方
は
、
臓
器
機
能

な
ど
の
機
能
障
害
で
外
見
か

ら
は
見
え
な
い
障
が
い
で
あ

り
、社
会
的
認
知
度
が
低
く
、

そ
の
言
葉
す
ら
知
ら
れ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
例

え
ば
障
が
い
を
も
つ
方
用
の

ス
ペ
ー
ス
に
駐
車
し
た
ら
注

意
を
さ
れ
た
と
か
、
優
先
座

席
に
座
る
と
冷
た
い
目
で
見

ら
れ
る
な
ど
の
問
題
が
起
き

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー

ク
運
動
が
全
国
的
に
広
が
っ

て
き
て
い
る
。
当
別
町
の
身

体
障
害
者
手
帳
所
持
者
は
、

八
月
末
現
在
八
百
八
十
名

で
、
う
ち
内
部
疾
患
に
よ
る

障
が
い
を
も
つ
方
は
二
百
九

名
、
二
十
三�
八
％
を
占
め

る
。
こ
の
方
々
の
日
常
生
活

を
支
援
す
べ
く
町
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ハ
ー
ト
・
プ

ラ
ス
マ
ー
ク
の
周
知
を
図

り
、
内
部
疾
患
、
内
部
障
が

い
を
も
つ
方
で
希
望
す
る
方

々
に
対
し
て
手
づ
く
り
の
ハ

ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
を
無

料
で
配
付
す
る
。

内部障がい者の存在を町民に理解して
もらうマーク！

妊
産
婦
健
診
へ
の
助
成
金
の
拡
大
を

石
川　

和
栄　

議
員

町長

協
力
し
て
上
位
機
関
に
申
し
上
げ
て

住
民
の
た
め
に
早
期
解
決
を

子どもと親が心安らいで暮らせることが
安心の子育て環境づくりにつながる…

内部障がい者に理解を深める


